
( 金 ) 天候 晴 21.8 ℃（8時現在） JA全農いわて 園芸部

品目 都中央計 前日 前日比 前年 前年比

きゅうり 214 403 53 216 99

トマト 154 263 58 156 99

ピーマン 82 115 71 82 101

なす 116 234 50 133 87

だいこん 379 405 94 320 118

キャベツ 612 676 90 652 94

レタス 232 340 68 301 77
ねぎ 143 233 61 177 81

計 4,430 5,493 81 4,534 98

　

きゅうり ：

トマト ：

ミニトマト ：

なす ：

ピーマン ：

キャベツ ：

ほうれんそう ：

レタス類 ：

ねぎ ：

生しいたけ ：

本県産大田市場品目概況 他県産大田市場品目概況（参考）

品目 品目

きゅうり 5㌔ ＡＭ B袋 △♯ きゅうり 近在 5㌔ AM 福島 △♯

トマト 4㌔ ＡＬＭ １㌔ △♯ トマト 北海道 4㌔ ALM 東北 △♯

ミニトマト 200㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ3㌔ △♯ ミニトマト 青森 200㌘ ＡＭ 福島 △♯

ピーマン 150㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ4㌔ ○♯ ピーマン 茨城 150㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ4㌔ ♯

な　す 4㌔ AL B袋 ♯ なす 群馬 400㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ ♯

キャベツ 10㌔ ＡＬ ○♯ キャベツ 群馬 10㌔ ＡL 長野 ○♯

だいこん 10㌔ ＡＬ ２L △♯ だいこん 青森 10㌔ ＡＬ A2L △♯

ほうれんそう 170㌘ ＡＭ △♯ ほうれんそう 群馬 200㌘ ＡＭ 栃木 △♯

レタス 10㌔ Ａ16 レタス 長野 10㌔ ＡＬ △♯

非結球レタス 4㌔ AL サニー 1,000～600 AL リーフ 600～500 △ 非結球レタス 長野 4㌔ ＡL サニー 1,300～800 長野 リーフ 1,000～800 △

アスパラガス 100㌘ ＡＬ アスパラガス 九州 100㌘ ＡＬ 栃木 ♯

ねぎ 5㌔ ＡＬ束 Ａ2Ｌバラ △♯ ねぎ 秋田 5㌔ AL束 ２Lﾊﾞﾗ △♯

ズッキーニ ２㌔ ＡＭ △ ズッキーニ 群馬 ２㌔ ＡＭ 長野 △♯

生しいたけ 100㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ2㌔ △♯ 生しいたけ 秋田 100㌘ ＡＭ ♯

○＝上げ、○♯＝強もちあい、＃＝もちあい、△♯＝弱もちあい、△＝下げ
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北海道産・東北産中心に気温の低下から各地太物の割合が高まっているため荷動きは鈍く、相場は「弱もちあい」となった。

概況 概況

令和7年10月3日

全　般 ：

入荷状況は、各産地の気温が下がってきたことから全体的に落ち着いた入荷量となっているが、徐々に後続産地の出荷が始まってきた品目も散見される。

販売状況は、秋商材中心に引き合いはあるものの、野菜全般に高値基調であることから荷動きは鈍く、相場は非結球レタスで「下げ」、その他は概ね「もちあい～弱もちあ
い」となった。

東北産・近在産中心に入荷が急増したため、一時荷動き優先の販売となったことから、相場は「弱もちあい」となった。

東北産は減少しているが関東近在産は入荷増となり、荷動きが鈍いことから、相場は「弱もちあい」となった。

北海道産・東北産・関東近在産中心に微増での入荷となったが、これまでの高値により荷動きは停滞しているため、相場は「弱もちあい」となった。

北海道産・東北産は減少しているが、愛知産の入荷が微増しており、これまでの高値により荷動きは鈍いため、相場は「弱もちあい」となった。

栃木産・群馬産中心の入荷となり、量販店中心にやや荷動きは鈍いものの、相場は「もちあい」となった。

岩手産・茨城産中心に少ない入荷となり、袋・バラ共に不足感があることから、相場は「強もちあい」となった。

群馬産・岩手産中心に落ち着いた入荷となり、特売需要に対して不足感があることから、相場は「強もちあい」となった。

群馬産・栃木産・岩手産中心の入荷となったが、関東近在産地が微増したためやや重たい販売となり、相場は「弱もちあい」となった。

長野産・群馬産・茨城産中心の入荷となり、これまでの高値から荷動きが停滞したため、相場は結球で「弱もちあい」・非結球で「下げ」となった。

い わ て 純 情 野 菜 市 況 速 報


